
4 3 2 1

児　童 96 70 26 3 1

教職員 100 37 63 0 0

保護者 92 18 74 7 1

児　童 98 71 27 2 0

教職員 100 37 63 0 0

保護者 91 20 71 9 0

児　童 98 74 25 1 1

教職員 100 60 40 0 0

保護者 90 18 72 10 0

児　童 96 69 27 4 1

教職員 97 68 29 3 0

保護者 94 36 58 6 0

児　童 95 74 21 4 1

教職員 100 56 44 0 0

保護者 91 20 71 7 2

児　童 94 68 26 4 2

教職員 97 53 44 3 0

保護者 88 21 67 11 1

児　童 95 69 26 4 1

教職員 93 18 75 7 0

保護者 79 12 67 19 2

児　童 98 80 18 2 0

教職員 100 56 44 0 0

保護者 95 28 67 5 0

教
育
課
程
・
学
習
指
導

　「教育課程・学習指導」に関し
ては、昨年度とほぼ同様の肯定
率となっている。また、昨年度か
ら新しく入った「郷土を大切に思
う児童の育成」も高い肯定率で
ある。児童の実態を把握し、個
に応じた学習に取り組めるよう
アナログとデジタルの良さを生
かした学習指導の創意工夫・改
善に努める。さらに人材や施
設、文化等を学習材とした単元
を工夫し、地域と連携して児童
を育てるカリキュラムづくりを進
める。

平均
肯定率 考察と改善策

96

Ａ 96

Ａ 96

96

学校は、人権・同和教育の視点に立
ち、いじめや差別を許さない意識や
態度を育てている。

Ａ 95

　「人権･同和教育・生徒指導」に関
しては、昨年度よりやや低下してい
る。特に「学校のきまり」に関して服
装や髪型等についてやや緩やかな
きまりが捉え方に温度差が見られ、
児童や保護者に戸惑いが見られる
ことがあった。服装検討委員会で
審議をする。また、生徒指導部会等
で情報を共有し、教職員が共通理
解して指導するようにする。

　昨年度と同様。体験活動を見
直しつつ、さらにキャリア教育の
推進に向けてカリキュラムの改
善を図っていく。

　安全教育は１ポイント向上。校
内外の安全な過ごし方の指導
や地域や保護者の見守りを今
後も連携して行っていく等安全
な環境づくりを継続する。

学校は、「学校のきまり」など生徒指
導体制の見直しを行い、児童の実
態に応じた適切な指導や支援を
行っている。

令和７年度　学校評価報告（集計結果と考察・改善策）

評
価
領
域

評価指標
総合
判定

対象 肯定率
評定（％）

【  評　定  】    ４:とても思う　３:やや思う　２:あまり思わない　１:全く思わない

【 肯 定 率 】    ４段階評定の４と３の肯定的評価の割合(％)

【総合判定】　Ａ(平均肯定率９０％以上)　Ｂ(平均肯定率８０％以上)　Ｃ(平均肯定率７０％以上)　Ｄ(平均肯定率７０％未満)

93

Ａ

学校は、将来に夢をもち、自分の進
路や生き方について考える児童を
育てている。

Ｂ 89

学校は、児童に交通安全やけが等
の防止について適切な指導を行うと
ともに、安全な環境づくりに努めて
いる。

学校は、松山の授業モデルをもと
に、一人一人が分かる喜び、共に学
ぶ喜びを実感できる授業を行ってい
る。

Ａ

学校は、児童の学力や体力の状況
を把握し、それらの充実に向け計画
的に指導を行っている。

Ａ

Ａ

学校は、教科等の指導においてアナ
ログとデジタルそれぞれのよさを適
切に生かした授業改善に取り組んで
いる。

学校は、地域に根差した教育を行
い、郷土を大切に思う児童生徒の育
成に努めている。

98
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4 3 2 1

児　童 98 75 23 1 1

教職員 100 56 44 0 0

保護者 94 23 71 5 1

児　童 97 76 21 2 1

教職員 97 60 37 3 0

保護者 93 22 71 7 0

児　童 97 75 22 2 1

教職員 100 48 52 0 0

保護者 93 19 74 7 0

児　童

教職員 100 67 33 0 0

保護者 89 15 74 10 1

児　童

教職員 100 48 52 0 0

保護者 84 17 67 16 0

児　童

教職員 100 56 44 0 0

保護者 93 21 72 7 0

児　童

教職員 100 60 40 0 0

保護者 93 26 67 7 0

児　童

教職員 100 29 71 0 0

保護者 91 19 72 9 0

児　童

教職員 100 52 48 0 0

保護者 89 16 73 10 1

児　童

教職員 100 33 67 0 0

保護者 89 16 73 10 1

組
織
運
営

学校は、特別支援教育の視点をもっ
て教育活動に取り組み、個に応じた
配慮や指導を適切に行っている。

Ａ

学校は、管理職や学年主任等を中
心とした組織的な対応を行ってい
る。

Ａ

学校は、個々の健康状態を確認す
るとともに、環境衛生の維持・改善
を行い、児童の健康保持・増進に努
めている。

Ａ

学校は、換気や手指衛生などの基
本的な感染症対策を適切に行って
いる。

Ａ

学校は、関係園・校で連携し、児童
への理解を促進するとともに、系統
性を重視した学習指導を行ってい
る。

A

学校は、学校・学年だよりやホーム
ページ、配信システム等により、積極
的に情報を発信している。

95

学校は、言語活動の充実及び展掲
示の工夫等の環境整備に努めてい
る。

学校は、教育活動の充実に向けて
地域や保護者と連携・協力してい
る。

学校は、子どもたち一人一人が分か
る授業づくりや、様々な教育課題へ
の対応のため、積極的に研修に取り
組んでいる。

　「保護者・地域連携」は、今年
度も高い肯定率である。今後も
地域と保護者の連携を見直しを
行いつつ、実施していく。　「情
報提供」に関しては、ホームペー
ジの更新をほぼ毎日行うこと
で、閲覧者数が増え、本校の教
育活動の様子を保護者や地域
の方と共有できている。継続し
たい。

97

96

95

A

Ａ

A

A

97

96

97

95

　「保健管理」に関しては、１ポイ
ント向上。引き続き換気や手指
衛生、給食時のマスク着用など
基本的な対策を行うとともにも
に感染予防のための注意喚起
をメールで知らせるなどして感
染症の拡大を防ぐよう努める。

　「特別支援教育」は１ポイント向
上。個に応じた配慮や支援を組織
的に今後も継続していく。また、教
育相談等を随時行い、保護者の思
いを受け止めながら、児童への支
援を充実させる。

研
修 92

97
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教
育
環
境

　２ポイントの低下。教職員は肯定
率が高いが、保護者は「分かる授
業づくり」が参観授業等で実感でき
ないと考えられる。タブレットを積
極的に活用するなど新しい教育観
に基づく授業づくりに力を入れる。

　４ポイントの向上。教職員の環
境プロジェクト部会が中心とな
り、古くなっていた掲示物を新し
くしたことが環境整備の向上に
つながった。

幼
・
保
・
小
・
中
連
携 A

学校は、小１プロブレムや中１ギャッ
プの解消につなげるために関係園・
校で連携し、児童の学校生活に対す
る不安感の軽減を図っている。

　「幼・保･小･中連携」は、昨年
度よりさらにポイントが向上して
いる。小中連携の研究が実った
結果である。今後も持続可能な
実践を継続し、ギャップを生まな
い教育活動を定着させる。また、
関係園には参観日への参加を
通して、小学校での生活等への
理解を促すことができた。今後
も継続する。

評
価
領
域

評価指標
総合
判定

平均
肯定率

対象 肯定率
評定（％）

考察と改善策

　「組織運営」に関しては、教職員
の組織的な対応により、保護者と
の信頼関係を築けていると思われ
る。報連相を今後も継続し、チーム
として連携する。



4 3 2 1

児　童 96 86 10 3 1

教職員

保護者 91 40 51 7 2

児　童 86 51 35 11 2

教職員

保護者 82 24 58 16 2

児　童 97 77 20 3 1

教職員

保護者 94 27 67 6 0

児　童 84 44 40 12 4

教職員

保護者 45 12 33 42 13

児　童

教職員

保護者 72 14 58 21 7

児　童 67 39 29 23 9

教職員

保護者 41 12 29 42 17

児　童 81 46 35 14 5

教職員

保護者 72 16 56 24 4

児　童 87 60 28 10 3

教職員

保護者

児　童 95 78 17 4 1

教職員

保護者

お子さんは、学校に楽しく通ってい
る。 93

そ
の
他

お子さんは、友達を思いやり、仲よく
活動できている。 Ａ

お子さんは、学年に応じた基本的な
学力が身に付いている。

お子さんは、家庭や地域で挨拶がで
きる子に育っている。 B

Ａ

54

84

　児童は、今年度も概ね楽しく
学校に通い、学校生活において
思いやりの気持ちを持って仲良
く活動できている。しかし、昨年
度よりポイントはやや低下して
いるものもある。「家庭学習の
習慣」「読書」に関しては、D、
「学年に応じた基本的な学力」
「家の手伝いや仕事」に関して
は、C評価である。「家庭学習の
習慣」についは、児童の評価が
向上している。昨年度同様、児
童は肯定率が比較的高いが、
保護者との評価の差が大きい。
この現状を踏まえ、家庭学習の
時間や内容の把握を保護者と
共有できる方法を工夫し、習慣
化を図りたいと考える。「読書」
においては、児童と保護者の評
価の乖離が大きい。児童は学校
での読書を含め、家のみで見る
保護者では感覚の相違がある
のかもしれない。「読書を学校や
家で親しんでいるか」などに変
更することを考えている。

64

学校のことについて家の人とよく話
している。 Ｂ 87

96

お子さんは、家庭学習の習慣が身に
付いている。
　学年×10分＋10分　　　（例）６年
生
　　　６×10＋10＝70（分）

D

堀江小学校は安心して通える学校
である。

お子さんは、読書に親しんでいる。 D

C

C 72

お子さんは、家の手伝いや仕事がで
きる子に育っている。

　昨年度同様、学校での出来
事について保護者に伝える
児童が増えてきている。温か
い人間関係や落ち着いた学
習環境づくりによって児童が
安心して通うことのできる学
校と感じる高い評価に至って
いると考える。今後も継続し
ていきたい。

77

Ａ 95

評
価
領
域

評価指標
総合
判定

平均
肯定率

対象 肯定率
評定（％）

考察と改善策


